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「生産振興対策」情報

　○ 県産バナナ研修会が開催されました！

　○ 徳島県養液栽培研修会「県内研修」が開催されました！

「販路拡大」情報

　○　ＥＵ向け「 八朔（はっさく）」の出荷

　美馬市産「八朔（はっさく）」のＥＵ（フランス、オランダ、フィンランド）向け
輸出作業が行われました。
　当日は、植物防疫所の管理のもと、八朔生産者、関係者（JA美馬・県担
当者）が参加し商品チェックと出荷梱包作業を行いました。
　オランダの「ホテルオークラ富川総料理長」からは、八朔について高評
価をいただいており、EU各国での拡大が期待されるところです。

「阿波ふうど情報」（vol.79）

　県内では温暖な気候を活かしたバナナの栽培事例があります。
　その中、ハウス施設でバナナ栽培を行う(株)阿波甘蕉園(阿波市)と
(株)スロース(徳島市)、関係機関（支援センター・阿波市役所）で情
報交換を行う「バナナ研修会」が開催されました。

　(株)阿波甘蕉園(阿波市)は2018年から栽培を開始し2019年には
初出荷を行っています。(株)スロース(徳島市)は2019年にハウスを
建設し2020年秋頃の出荷を目指しています。

　今回の研修会では、徳島県の気候条件にあった栽培技術が未確立な状況です。
　そこで、生産者同士が意見交換をして栽培技術の確立を目指すことになりました。
　また、徳島・吉野川農業支援センターの担当者も出席し相談対応の体制が出来上がりまし
た。2020年以降には、徳島県産バナナの生産量が増え、多くの皆さんが手にする機会が増
えると想像されます。その節には、是非ご賞味くだいさい‼

　徳島県養液栽培研究会(福田忠利会長)は、生産者が中心となって設立した研究団体で、
30年を超える活動の歴史があり、講演会や視察研修会などを実施しています。
　今回は、福田会長(阿波市阿波町)の「いちご高設栽培施設」と、井口会員(阿波市土成町)
の「ミニトマト養液栽培施設」の施設見学と意見交換を行いました。
　意見交換では、栽培技術に加え、経営方針、雇用管理など多岐にわたる情報交換が行わ
れ、実りある研修会となりました。

「とくしまブランド推進機構」

愛称：地域商社 阿波ふうど
「とくしまブランド推進機構」は、

「農家所得の向上」と「農業生産の拡大」

を目的に、マーケットイン型の生産・流

通・販売を総合的に推進するため、

徳島県・県農業開発公社・JA徳島中央会・

JA全農とくしまの4者が創設した組織です。

☆阿波ふうど

「AWA FOOD」とは？

「阿波（徳島）の風土に

育まれた幸をもたらす」

ということを表現
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生産者「山口さん」
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生産者の皆さん


